
新荘学区の常住人口	 世帯数 3,053
男 2,857　女 3,144　　合計 6,001

年齢別人口	 0	 〜 14 才	 534	（ 8.9％）	 15	〜 64 才	 3,403	（56.7％）
	 65	才以上	 2,064	（34.4％）

一年生紹介

7月30日（日）、新荘小学校校庭で新荘夏まつりが15:30
から19:30の間開催されました。天候は猛暑日の続く中、
比較的涼しい曇り日（開催時間の平均気温約26度）でした。
開会式、一年生紹介、14からなる模擬店・ゲームコー
ナー、並びに管楽合奏、国体ダンス、チア･ダンス、サッ
カーミニゲーム、プチハモ、ベリーダンス、よさこい
連、フィナーレの花火などの催しが時間いっぱい行われ、
2,500人もの参加者が和気あいあいと夏まつりを楽しみま
した。 水商チア・ダンス

水戸城東YOSAKOI連主催者及び来賓の皆様
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第19回 新荘夏まつり

暑さに負けず、頑張るぞ！！

（平成29年7月1日現在）（平成29年7月1日現在）



四
月
二
十
六
日
（
水
）、
新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
に
新
荘
女
性
の
会
が
集
い
、
創
立
七
十
周

年
記
念
の
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

袴
塚
新
荘
女
性
の
会
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
奥

田
新
荘
会
顧
問
を

始
め
来
賓
の
方
々

に
七
十
周
年
に
ま

つ
わ
る
講
話
を
頂

き
、
ソ
プ
ラ
ノ
瀧

本
真
己
さ
ん
、
ピ

ア
ノ
伊
藤
真
理
さ

ん
に
よ
る
感
動
あ

ふ
れ
る
コ
ン
サ
ー

ト
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
永
い
歴
史
を

振
り
返
る
と
と
も

に
新
た
な
ス
タ
ー

ト
の
日
と
な
り
ま

し
た
。

七
月
二
日

（
日
）、
河
川
愛
護

運
動
の
一
環
と
し

て
那
珂
川
水
系
ク

リ
ー
ン
作
戦
が
実

施
さ
れ
、
新
荘
地

区
か
ら
川
又
新
荘

会
会
長
以
下
十
名

が
参
加
し
、
松
本

町
地
区
（
万
代
橋

か
ら
千
歳
橋
ま
で

四
㎞ 

）
右
岸
の
清

掃
を
実
施
し
ま
し

た
。 

新荘地区クリーン作戦参加者

新
荘
女
性
の
会

▪
那
珂
川
水
系
ク
リ
ー
ン
作
戦
参
加

創
立
七
十
周
年
記
念
の
会
開
催

新
荘
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魅惑の踊りベリーダンス

超多忙の焼きそば作り

今年も「わたあめ」頑張ってます市長も挑戦、環境クイズ人気のベルギーワッフル

第２回開催国体ダンス常連のプチハモ

水商サッカー部新荘小管楽合奏部

フィナーレの花火夜も賑わう夏まつり会場必ず当たるくじ引き屋さん

創立70周年記念コンサート

り
つ
ま
夏



高橋市長あいさつ

住みよいまちづくり新荘会議事審議風景

女性の会　支部長紹介

▼
▼
▼
高
齢
者
の
運
転
・
交
通
事
故
防
止
▲
▲
▲

平
成
二
十
九
年
度
合
同
総
会
五
月
十
三
日

新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー
で
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
新
荘
会
と
社
会
福
祉
協

議
会
新
荘
支
部
の
合
同
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
荘
地
区
六
十
九
町
内
会
の

う
ち
、
五
十
九 

町
内
会
長
の
出

席
を
い
た
だ
き
、
二
十
八
年
度

の
事
業
報
告
と
決
算
報
告
及
び

二
十
九
年
度
の
事
業
計
画
と
予

算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
役
員

は
社
会
福
祉
協
議
会
新
荘
支
部

の
改
選
が
あ
り
ま
し
た
。

開
会
の
あ
と
、
市
民
憲
章
唱

和
、
水
戸
市
歌
斉
唱
、
川
又
会
長

主
催
者
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
来

賓
と
し
て
高
橋
市
長
な
ど
よ
り

ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。ま

た
、
今
回
は
、
合
同
総
会

後
、
市
ス
ポ
ー
ツ
課
実
行
委
員

会
よ
り
第
二
回
水
戸
黄
門
漫
遊

マ
ラ
ソ
ン
で
の
応
援
依
頼
や
、

市
防
災
・
危
機
管
理
課
副
参
事

風
野
昌
人
氏
に
、
高
齢
者
の
運

転
・
交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
新
荘
支
部
の

新
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
支
部
長
】　　

青
木　
　

實

【
副
支
部
長
】

　

飛
田
美
江
子
、
奥
田　

俊
裕

　

袴
塚　

禮
子
、
志
賀　

忠
勝

【
理　
　

事
】

　

仙
波　

正
之
、
笹
島　

隆
治

　

近
澤　

博
子
、
大
谷　

廣
子

　

阿
野　

昭
子
、
菊
池
か
ず
よ

　

塩
井　

雅
子
、
神
尾　

和
子

　

岩
淵　

延
子
、
中
沢　

英
子

　

青
山　

道
隆
、
鈴
木　

照
子

　

大
津　

洋
子
、
小
林　

邦
子

　

坂
場
ノ
リ
子

【
会　
　

計
】

　

武
石
加
津
子
、
高
木
ひ
ろ
子

【
監　
　

事
】

　

湊　

弘
一
郎
、
川
上　

利
通

今
年
度
の
主
な
行
事

【
来　
　

賓
】

水
戸
市
長	

高
橋　
　

靖　

様

水
戸
市
議
会
議
員

	

袴
塚　

孝
雄　

様

社
会
福
祉
協
議
会
常
務
理
事

	

秋
葉　

欽
二　

様

新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー
所
長

	

斎
藤　

雅
子　

様

末
広
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長

	

石
堀　

和
雄　

様

茨
城
県
の
最
近
の
交
通
事
故

死
者
の
約
半
数
が
高
齢
者
で
す
。

高
齢
者
は
次
の
点
に
留
意
し
ま

し
ょ
う
。

一
．高
齢
者
の
道
路
横
断
に
注
意

県
内
の
高
齢
者
死
亡
事
故
の

約
半
数
は
道
路
横
断
中
の
事
故

で
、そ
の
殆
ど
が
家
の
近
く
の
慣

れ
た
道
路
で
起
こ
っ
て
ま
す
。

道
路
を
横
断
す
る
場
合
は
、

慣
れ
た
所
で
も
必
ず
左
右
を
見

て
車
が
来
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
上
で
渡
り
ま
し
ょ
う
。高
齢
に

な
る
と
、
視
界
が
狭
く
な
り
、
反

射
神
経
も
鈍
く
反
応
が
遅
く
な

り
ま
す
。つ
い
若
い
頃
の
よ
う
に

左
右
180
度
見
え
て
い
る
つ
も
り

で
渡
る
と
、実
際
に
は
見
え
て
お

ら
ず
、
さ
ら
に
、
見
え
た
場
合
で

も
ま
だ
近
づ
か
な
い
と
思
っ
て

渡
る
と
間
に
合
わ
ず
、衝
突
に
至

り
ま
す
。運
転
者
は
高
齢
の
歩
行

者
に
一
層
速
度
を
落
と
す
な
ど

特
に
注
意
が
必
要
で
す
。薄
暗
い

場
合
は
、歩
行
者
は
反
射
材
を
取

り
付
け
、車
は
早
め
の
前
照
灯
点

灯
に
心
が
け
る
な
ど
、さ
ら
に
注

意
が
必
要
で
す
。

二
．脇
見
運
転
等
の
防
止

運
転
事
故
は
、
別
の
こ
と
に

気
を
取
ら
れ
て
起
こ
る
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
で
、
高
齢
者
は
特
に

注
意
が
必
要
で
す
。
運
転
は
、
認

知
、
判
断
、
操
作
か
ら
な
り
、
脇

見
、携
帯
な
ど
一
瞬
で
も
別
の
こ

と
に
気
を
取
ら
れ
て
い
る
と
、認

知
不
可
、
判
断
・
操
作
ミ
ス
を
起

こ
し
衝
突
等
の
事
故
を
起
こ
し

ま
す
。
ま
た
、
ゾ
ー
ン
30
制
限
速

度（
速
度
30
は
衝
突
時
の
生
死
の

境
界
値
）や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用

を
厳
守
し
ま
し
ょ
う
。

三
．逆
走
の
事
故
防
止

逆
走
は
思
い
込
み
が
主
因
で
、

高
齢
者
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。道

路
標
識
を
よ
く
確
認
し
、思
い
込

み
を
排
除
し
ま
し
ょ
う
。

四
．
高
齢
者
講
習
や
運
転
免
許

自
主
返
納
制
度
の
活
用

高
齢
者
講
習
（
七
十
歳
～
、
半

年
前
か
ら
可
能
）等
に
よ
り
運
転

技
量
を
把
握
し
、場
合
に
よ
っ
て

は
勇
気
を
も
っ
て
運
転
免
許
返

納
な
ど
運
転
卒
業
の
選
択
を
と

り
ま
し
ょ
う
。

▼
新
荘
夏
ま
つ
り

　
　

七
月
三
十
日
日

▼
敬
老
会

　
　

九
月
十
八
日
月

▼
市
民
運
動
会

　
　

十
月
八
日
日

▼
歩
く
会

　
　

十
一
月
十
九
日
日

▼
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

　
　

三
月
四
日
日
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風野副参事による交通安全講演



吉田石油水戸SS

八
幡
町
の
北
向
き
地
蔵
尊
を
紹
介
し
ま

す
。
こ
の
地
蔵
尊
は
、
祇
園
寺
に
隣
接
す
る

茨
城
高
等
学
校
前
の
路
地
の
一
つ
手
前
を

入
る
と
、
路
地
に
面
し
て
学
校
側
に
あ
り
ま

す
。（
案
内
地
図
参
照
）　

路
地
脇
に
「
北
向

き
地
蔵
」
の
石
碑
が
建
っ
て
お
り
、
地
蔵
尊

は
北
側
を
向
き
ブ
ロ
ッ
ク
の
建
屋
で
保
護

さ
れ
て
い
ま
す
。

著
書
「
水
戸
の
石
仏
」（
平
成
四
年
発
行
）

で
は
、
土
地
の
主
婦
の
話
「
こ
の
北
向
き
地

蔵
尊
は
御
利
益
が
あ
り
、
近
所
ば
か
り
で
な

く
、
遠
方
か
ら
も
お
参
り
に
来
ら
れ
る
。
今

は
進
学
祈
願
の
信
者
が
多
い
。」
千
羽
鶴
な

ど
が
捧
げ
ら
れ
、
四
季
の
花
が
た
む
け
ら
れ

て
い
る
と
書
か
れ
て
ま
す
。

こ
の
北
向
き
地
蔵
尊
は
、
も
う
一
つ
の

「
南
向
き
地
蔵
尊
」
に
向
か
い
合
っ
て
建
て

ら
れ
て
ま
す
。
こ
の
地
蔵
尊
は
、
祇
園
寺
裏

手
の
墓
地
に
あ
り
、
地
図
上
で
は
約
二
一
二

ｍ
北
東
の
方
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
蔵
尊

も
、
同
様
に
ブ
ロ
ッ
ク
の
建
屋
で
保
護
さ
れ
、

千
羽
鶴
が
多
数
捧
げ
ら
れ
て
お
り
、
香
煙
が
絶

え
ま
せ
ん
。

祇
園
寺
は
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
開
山
し

ま
し
が
、
開
山
当
時
は
曹
洞
宗
壽
昌
派
の
本
山

で
あ
り
、
土
地
は
、
隣
の
茨
城
高
校
や
、
南
に

は
一
一
八
号
線
手
前
の
小
道
ま
で
続
く
広
大

な
敷
地
で
し
た
。
そ
の
当
時
は
北
向
き
地
蔵
の

あ
る
所
ま
で
祇
園
寺
の
境
内
で
、
こ
の
あ
た
り

に
塔
頭
（
た
っ
ち
ゅ
う
）
も
あ
っ
て
、
隠
居
し

た
僧
侶
の
小
寺
院
等
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
北
向
き
・
南
向
き
地
蔵
尊
は
、
祇
園

寺
住
職
の
話
で
は
本
山
開
山
当
時
、 
一
緒
に
建

て
ら
れ
多
く
の
信
仰
を
あ
つ
め
た
と
伝
わ
り

ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
祇
園
寺
本
山
は
安
政
五
年

（
一
八
五
八
）
不
幸
に
し
て
類
焼
に
あ
い
、
堂

宇
の
ほ
と
ん
ど
を
消
失
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

明
治
の
変
革
期
を
経
て
再
建
さ
れ
、
日
本
曹
洞

宗
の
所
轄
に
入
り
、
今
日
の
よ
う
な
縮
小
し
た

敷
地
に
な
り
ま
し
た
。
結
果
、
北
向
き
地
蔵
尊

は
祇
園
寺
か
ら
離
れ
て
ぽ
つ
り
と
建
て
ら
れ

た
形
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
地
蔵
尊
は
、
浄
土
の
往
生
を
願
う

人
た
ち
や
現
世
の
利
益
を
願
う
人
た
ち
が
信

仰
し
た
も
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ず
永
く

信
仰
さ
れ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

新
荘
散
策

北向き地蔵尊案内地図

北向き地蔵尊

川
又　

健
志
・
塩
井　

雅
子

神
尾　

和
子

編

集

部

委

員

四
月
一
日
付
で
堀
原
市
民
セ
ン

タ
ー
よ
り
異
動
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
地
域
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
指

導
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。小貫雅子

五
月
二
十
一
日
（
日
）、

市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

に
四
十
五
人
が
参
集
し
、

十
五
チ
ー
ム
が
和
気
あ
い

あ
い
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま

し
た
。

〈
結
果
〉

優
勝　

鈴
木（
克
）・
椹
沢
・

　
　
　

川
上
チ
ー
ム

二
位　

柏
・
佐
川
・

　
　
　

志
賀
チ
ー
ム

三
位　

山
崎
・
寺
門
・

　
　
　

軍
司
チ
ー
ム

第
二
回
目
は
二
月
十
一

日（
日
）実
施
予
定
で
す
。

水
戸
市
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
推
進
協
議
会
が
主
催
す

る
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
審
査

が
七
月
十
二
日
・
十
三
日
に

実
施
さ
れ
、
一
〇
四
花
壇
中

五
十
六
花
壇
が
入
賞
し
ま
し

た
。
新
荘
地
区
か
ら
は
、
町

内
会
の
部
に
お
い
て
砂
久
保

花
の
会
が
優
秀
賞
に
、
職
域

の
部
に
お
い
て
吉
田
石
油
水

戸
Ｓ
Ｓ
が
最
優
秀
賞
に
入
賞

し
ま
し
た
。

表
彰
式
は
八
月
二
十
三

日
、
県
立
青
少
年
会
館
に
お

い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

来
る
十
月
二
十
九
日
、
新
荘
会

は
マ
ラ
ソ
ン
応
援
を
前
年
同
様
実

施
し
ま
す
。
町
内
会
等
、
多
く
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
．応
援
場
所

　
　

大
工
町
旧
フ
ク
ダ
ヤ
前

　
　

～
神
応
寺
前
～
雷
神
宮
前

二
．応
援
時
間

　
　

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

　
　
　
　
　
　

九
時
二
分
頃
～

　
　

五
㎞　
　

九
時
三
二
分
頃
～

　
　

二
㎞　
　

十
時
三
～
四
分
頃

（
大
工
町
交
差
点
を
折
り
返
し
）

第
一
回

新
荘
ス
ポ
レ
ク
部
主
催

ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会
で
和
気
あ
い
あ
い 砂久保花の会

八幡町

末広町

八幡宮

北向地蔵尊

祇園寺

茨城高
茨城中

文

とこや 茨城高校入口

コンビニ
栄町二丁目
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八
幡
町
北
向
き
地
蔵
尊

新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー

新
任
あ
い
さ
つ

水
戸
黄
門

漫
遊
マ
ラ
ソ
ン
を

応
援
し
よ
う
‼

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル

15チームによるトーナメント実施


